
　帝塚山大学（学長：蓮花一己　所在地：奈良市帝塚山7-1-1）心理学部心理学科の中地展生教授（専門分
野：臨床心理学/不登校、ひきこもり、地域支援）と山口祐子准教授（専門分野：臨床心理学/教育・学校心理
学）らのゼミに所属する学生14人(3年生と4年生）が、2月10日（金）、生駒市内の小学校において「聞き上
手、話上手になろう！」と題し、6年生を対象にしたストレスマネジメント教育を行います。
　このストレスマネジメント教育は、コロナ禍で増えたとされる学校でのいじめや不登校などの問題の
解決に向けて、子どもたちの心の健康を育む「心理教育」のアプローチを学校現場で活用するもの。子ども
たちは、寸劇やグループワークなどを通じて聞き方や話し方を学び、自分や相手の感情、思考、行動の仕方
などに向き合うことで、学校やクラスでのより良い人間関係づくりに役立てます。
　今回、同小学校の4クラスで行う授業のうち、9：50～10：35の実施分をメディアの皆様に公開します。
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【本件の背景】
◆この取り組みは、2021年、コロナ禍で学校生活もままならずにストレスを感じている小学生に対して、
　大学で学んだ心理学の知識で何かできないかと、学生が考えたことから始まった。
◆初回授業は2021年11月。今回の実施校とは異なる生駒市内の小学校で行われた。当時の心理学部心理
　学科3年生（現4年生）の成果を引継ぎ、2度目となる今回は現3年生がメインで担当している。
◆この取り組みを通じて得られた気づきや学びをもとに提案した「子どもたちの心の健康をサポートす
　る～心理教育アプローチの活用～」が、令和4年度「県内大学生による未来事業提案」で最優秀賞を受賞。
　令和5（2023）年度より、奈良県において事業化が予定されている。

【実施要項】
聞き上手、話上手になろう！  心理学部学生によるストレスマネジメント教育
日時：2/10（金） 1限～4限（8：55~12：25　公開授業は9：50～10：35）
場所：生駒市内小学校
対象：6年生（4クラス/1クラス児童30人前後）　
講師：心理学部心理学科 中地展生教授・山口祐子准教授らのゼミ生（3年生 9人・4年生 5人）
内容：1)学生による全体講義 寸劇などを交えて   2)グループワーク

貴社メディアにおかれましても、ぜひ趣旨をお汲み取りいただき、取材ならびに報道のご協力をよろしく
お願い申し上げます。取材いただける場合は、事前に入試広報課（0742-48-9149 担当：鈴木）までご連絡
いただきますようお願いいたします。
　また、取材の際には、以下の点にご留意ください。 
　①授業写真の撮影は可能ですが、真正面から児童を撮ることはお控えください。後ろから、あるいは斜
　　めからのアングルにするなどの工夫をお願いいたします。 
　②児童コメントを取る場合は、保護者への掲載確認が必要です。本学広報経由で手配いたします。


